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[要旨]覚せい剤を乱用した少女たちのうち、覚せい剤の薬害により、中程度以上の症状が発現した人には覚せ

い剤の使用を中断しでも猪疑的になったり被害感や関係念慮を持ちやすくなったりする人格上の変化を残すとい

われる O そこで、覚せい剤を乱用し、猪疑的・被害的に物事を受け止める傾向が強く見られるようになり、さら

に進んでト幻覚や妄想などの精神症状を体験したことのある人たちと、覚せい斉由を乱用はしたが、使用時に-過的

に初期的な症状があったのみで、覚せい剤を使用中も中断後も大きな異状を示さなかったものとを、断薬後おお

むね l年を経過した時点でロールシャツハテストを実施し比較した。

その結果、覚せい剤の乱用により、中程度以上の影響を受けた人は、情緒的に不安定になりやすく感情統制が

不良でーあること、対人関係に敏感で傷つきやすく、周囲と円滑な関係を持ちにくい傾向が見られた。

はじめに であり続けている。

覚せい剤取締法違反が女性の犯罪-非行の中に占め 覚せい斉IJの薬理作用は薬物使用の期間が長期化する

る割合は高く、同事犯で女子刑務所や女子少年院に収 とともに次第に変化するといわれる。初期には「眠気

容されているものは、窃盗と並んで常に大きな割合を が消えて頭がさえるJr物事に集中できるJr痛みや
占めている O 女子少年院では、昭和57年以後現在まで 不快感が取れるJr自信がついて活動的になるJr性
会収容者の20%以上を常に占めており、多いときには 感が高まるJr痩せられるJr凡帳面になり、きれい
40%近くにまで達している。 好きになるJr時聞がすぐに経って退屈しない」等々
覚せい剤取締法違反で検挙された人たちの推移を見 といったものである。少年院に収容されてきた少女た

ると、戦後間もなく軍から流出した薬物が乱用された ちに乱用し始めた動機を聞くと、上記のような効用を

時期と、昭和40年後半ころから徐々に増加し昭和57年 聞かされ、誘われて好奇心から乱用を開始しているも

をピークとする乱用期とがあり、現在も昭和57年ころ のが多い。中でも、「痩せられるJr痛みや不快感が
に比較すれば減少してはいるが、それほど大きな変化 取れるJr自信がついて活動的になるjといった効果
はない。ただ、最近は、覚せい剤の使用方法が、静脈 を聞いてその気になったというものが多い。中には気

注射からいわゆる『あぶり j(ライタ一等で加熱しそ 持ちが良くなるというので、やってみたが何の変化もな

の煙を吸引するというもの)といわれるような吸引や かったというものもいるが、初期の薬効に引かれて、

錠剤を服用するという形に変化したこと、覚せい剤の 使用を継続していると、間もなく清疑的になり、些細

入手販売ルートが暴力団を中心としたものから、路上 なことで自分の悪口を言われる、周囲が何かたくらん

での外国人などから購入する形に流通形態が変化した でいるように思われるなどと受け止めやすくなり、周

ことなどの違いがある。したがって、以前は、覚せい 囲の人たちとのトラブルを招くことが多くなる O さら

剤の乱用者は、暴力団と接点を持つ人に多かったが、 に進むと、幻覚や被害妄想など統合失調症と区別がつ

最近では誰でも比較的手軽に入手できるようになり、 かないような症状を生じる。また、感情の統制が不良

乱用者が一般化してきていて現在でも大きな社会問題 となり、いらいらと洛ち着かずリストカットや衝動的
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な暴力行為等が見られるようになることも多い。

また、覚せい剤乱用の特徴として、薬物を使い続け

ると最初に得られたような効果を得るためには、徐々

に使用量を増加させなけれ'ばならなくなる耐性の形成

と、反対に一度使用を中止し、症状がなくなっていて

も、薬物の使用を再開するとすぐに、以前の症状が発

現するようになる逆耐性が存在することが知られてい

る。それに加えて、環境的なストレスやアルコールの

飲用などを契機として症状が再発するいわゆるフラッ

シュバック現象があることもよく知られている O

こうしたことから、覚せい剤を乱用すると脳に機能

的な変化が起こり、中程度以上の乱用を行った人は、

薬物の使用を中止しでも、物事を被害的に受け止めた

り、対人関係において猪疑的になったりという人格的

な変化が生じていて薬物を中断後にもその影響は持続

するともいわれている。

ところで、女子少年院には、家庭裁判所で少年院送

致の決定を受けた14歳から20歳未満の少女たちが収容

されてくる O 年齢的にも若年で、覚せい剤の乱用を始

めてからあまり時間の経っていないものが多いのであ

るが、上記に記載した中程度からさらに進んだ症状を

体験した少女たちもいる。その多くは、 3ヶ月から I

年くらいにi度り使用していたという O どのくらいの期

‘問乱用するとこうした重篤な症状を呈するようになる

のかは、個人差が大きく人によって差があるようであ

るが、刑務所に収容されている成人の使用期間とその

症状の時間的な経過について調査し比較すると、少女

たちのほうが影響を受けやすいJtうな印象を受ける O

発達途土にある若年者のほうに、その影響は早期に出

てくるのであろう O 成人に比して、短期間で異常な体

験をしている少女に会うことが多い。

一般の少年院に入院してくる少女たちは、警察での

取調べ期間を経て、少年鑑別所に収容され、そこで審

判まで3週間前後の期間を過ごしてから入院してくる

ので、覚せい斉IJの使用を中断してからおおむね 1ヶ月

程度は経過していることや覚せい剤による中毒性精神

病と診断されて医療的な治療が必要であると判断され

たものは医療少年院に送致されることなどの理由か

ら、 一般少年院に入院してくるほとんどのものは、入

院の時点では明確な自覚症状を訴えることは少ない。

しかし、少年院に収容中に拘禁によるストレスや集団

生活の中で生じる向僚間のトラブルなどを契機として

いわゆるフラッシュパックと思われる症状の再燃が見

られることはしばしばである O

また、少年鑑別所に収容された時点では、覚せい剤

を中断してから聞がないことと不規則で不健康な生活

を続けていたことなどがあいまって、数日間眠ってば

かりいる者や多量の食事をするもの、逆にほとんど摂

食しないもの、部屋のごみや汚れを執効に気にするも

の、落ち着きがなくいつもいらいらとしているもの、

幻視や幻聴があり不穏な言動を示すもの、周囲から危

害を加えられるとおびえ、警察に保護を求めて逮捕さ

れ、同じような症状が継続している者等いろいろな状

況のものが見られる O

1目的

上記の通り、覚せい剤の影響が中程度以上になる

と、その後は、脳の機能的な変化が起こり、人格上

にも回復が悶難な影響が残るといわれる。そこで、お

おむね半年から l年程度、覚せい剤を乱用したが、初

期症状のみであったものと、中程度以上の影響が現れ

ていたと考えられ、 j青疑心や関係念慮、幻覚や妄想、を

体験したものとの間に、何らかの人格上の差が生じて

いないかをf食言すしてみることにした。ロールシャツハ

テスト上のどのようなところに覚せい剤の影響が現れ

るのか、それを知ることによって、少女たちの予後を

予測するうえで役立てられないか検討したい。

2方法

少年院に収容される以前に、おおむね6月から l年

程度覚せい剤の乱用期間がある少女に(使用頻度は明

確ではない。 l日に複数回にわたり使用したものから、

1週間に 2向 3回程度といったものまである。)おお

むね1年近く、少年院で教育処遇を受け仮退院のめど

がついた時点でロールシャツハテスト(以後ローテス

トと記載する)を実施した。したがって、ローテスト

を実施した時点では、覚せい剤の使用は 1年近く中断

している。少年院での生活は安定し、ローテストを実

施した時点で妄想・幻覚などの症状はない。

覚せい剤を乱用したが、初期症状のみを体験してい

るものと中程度以上の症状を体験したものを 2つのグ

ループに分け、グループ聞のローテスト結果を比較する O

ローテストは阪大法により実施し整理を行った。

実施期間は昭和56年から昭和59年にかけて覚せい剤取

締法違反で少年院送致の決定を受けた少女たちである O

(資料は古いものではあるが、現在でも多くの覚せい

剤乱用者があり、まとめる機会を逸していた資料を整

理することに多少の意義はあるのではないかと考えて
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まとめることにした。) 仮退院のめどが立った時期に実施している。検査者は

1年間いろいろな機会に少女たちと接触しており顔な

3対象者 じみである。こうしたこともあって、検査には全員協

知能は少年院に入院前に少年鑑別所で実施した田中 力的であった。

B式知能検査で、 IQ=80以上のものである。 また、入院前に少年鑑別所でローテストを受けてい

年齢は15歳ー20歳の少女たちである。 るものもあり、ローテストを受けるのが初めてではな

A群:15名 (No.l-15) いものも数名いる。

少年院に入院以前、覚せい剤の乱用中に中程度以上 (2) 反応数について、

の症状と思われる猪疑的な言動や被害的な受け止め方 A群の平均反応;数は38.4、 B群は28.3である。

が見られ、そのために周聞とトラブルを多発していた 一般の人と非行少年のローテストを比較すると、非

ことが判明しているものと、幻覚・妄想などの精神症 行少年のローテストの反応は少ないといわれる。市村

状を示したことのあるものをあわせてA群とした。そ によると女子非行少年の平均反応数は22.4となってい

のうちNo.8-15の8名は、少年院に収容期間中に拘 る。また、多くの研究結果を見ると、一般成人の反応

禁によるストレスや同僚との集団生活の中でのトラブ 数はおおむね20から45の問に入るといわれ、先の市村

ルを契機に、以前の症状と類似した症状を発症して、 の一般群の平均反応数は23.1となっている。一般の平

専門医の治療を受けたもの、自傷、衝動的な暴力行為 均とされる反応数を23とすると、それ以下のものはA

があり、いらいらとして落ち着かず不穏な状況になり、 群では 2名、 B群では 5名のみである O 一方、反応数

いわゆるフラッシュパック現象が見られた少女たちで が40を超えるものが、 A群で5例、 B群で2例見られ

ある O るO こうしたことをあわせ考えると、 A群 .B群とも

B群:16名 (No.21-36) に、反応数はかなり多いといえる。特にA群の反応数

A群同様に、少年院に収容される以前に6月から l の多さが目立つ。

年程度の覚せい剤の乱用経験はあるが、初期の一過的 こうした結果は、検査者と被験者との関係が1年近

な症状のみしか体験しなかったといっているものか、 く生活の場をともにしてきていて親しく、テストに協

覚せaい剤を乱用はしたが、何の変化も感じなかったと 力的であったことが影響していると考えられる。

いう少女で、少年院に収容後にも、覚せい剤の影響と 非行少年のローテストの多くが、家庭裁判所や少年

忠われるような症状は見られなかったものである O 鑑別所において、審判を前にし、かなりの緊張を強い

A群の少女たちもB群の少女たちも、覚せい剤を使 られ、防衛的な構えが強い状況で行われているのに対

用するように誘われ、その誘いに乗っil乱用をしてい して、今回は、十分に気心の知れた問で、テストに協

るという意味で、薬物への親和性は同様に認められる。 力しようとの構えがあったことが、反応数を増加させ

また、家庭環境や生活環境・生育暦に恵まれていない る a因になっていることが考えられるが、それを考慮

ことなどは、両群とも共通している。 しでも、反応数の多さは特徴的である O

反応の失敗や反応拒否を示したものはなかった。

4結果 ローテストに取り組んでいる少女たちの様子を見る

表1は、 A群15名のローテストの結果、表2はB群 と、特にA群では、落ち着いてじっくりと検査に取り

の結果をまとめたものである。 組むことができず、十分に慎重に検討しないままおも

ローテストで、人格上の特徴などを見ていこうとす いつくことをなんでも次々と反応してくるという印象

るときグループにまとめたのではその特徴がなかなか が強かった。いずれにしても反応数は、一般の非行少

浮かび、上がってきにくいことが予測される。また、人 年<B群<A群ということがいえそうである。

数的にも 1グループが15人と少数であり、統計的な比 (3) 反応領域について

較にどれだけ意味があるか問題はあるが、この2グル A群のW%は44%，B群は48%である。阪大法による

ープを比較するといくつかの特徴が見られるように思 と一般成人のW%は26.8%である般に日本人は

われる W%が高いといわれ、高橋や市村によると非行少女の

( 1) テスト状況について W%は45%となっている。 A群とB群の差はあまりな

少年院に送致されてから、おおむね 1年を経過し、 いが、反応数の多さを考えると、一般の人たちと比較
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して、両訴のW%はともに高めであるといえる。

W反応は成人よりも子どもに多く、小学3年生頃ま

で徐々に減少し、一度減少したW反応は、精神疾患や

老齢になるにつれて再度高くなる傾向があるといわれ

る。また、発達的に見てゆくと漠然としたW反応から、

徐々に質的に良好なD反応が増加してゆき、その後に、

よく統合されたW反応が見られるようなるという。漠

然としたW反応を示していたものが、図版と現実との

適合性を検討し、分析的客観的に物事を見てゆけるよ

うになるにつれて、良好なD反応が増加し、その後に、

再度とD反応を統合した良質のW反応が得られるよう

になる。こうしたことを考えると、 W%の高さは未分

化な状態か退行的な傾向を示すといえる。また、 W%

の高さは場を分析的に見ることができず、状況に依存

しやすいことを示しているのかもしれない。また、非

行少年たちのW%の高さは欲求水準が高く、顕示的な

傾向の人に見られるともいわれている。

両群ともに反応の継起の乱れ、 d%'Dd%. S%・な

どにおいて特に差はない。 一般のものと比較しでも特

に特徴として挙げられるようなことはないように思う。

(4) 決定囚について

① 運動反応の平均値は、一般成人でM=3.3

FM=3.3 (12歳児ではM=1.38FM=1.35) と比

較すると、多くはないがM.FMともに非行少年

一般よりも多いように思われる。特にA群ではそ

の傾向が強いといえる。

② A群とB群を比較するとFM.'MともにA群のほ

うが多い傾向が見られる O

① l出j群とも」般非行少年と同様に、内的な統制は

不良で、 M<FMである。

④ カラー反応についてみると一般成人ではFC=

3.7 CF=2.1 C=0.2となっている o (12歳児で

はFC=1.61 CF=l.ll C/F=0.46)発達的に見

ると、おおむね小学校3年生くらいのところで、

FC>CFとなるとされているカ人 A群 .B群とも

にFC<CFで外的統制は不良であるといえる O こ

のi頃向はB群よりもA郡において強く見られる O

また、 A群は a般の非行少年に比して、カラー反

応が多い傾向がある O

⑤ F%はA群では66.1% B群は71.9%で B群の

ほうが高めである。正常成人のF%が58.5%(12 

歳児F%=68%)でありA群B群ともに高めで、特

にB群において高い。

⑥ A群はM: C=2.3 : 5.7 

B群はM:C=1.4: 3.5となりCが優位であり、

A群のほうがその傾向が強い。

こうしたことを総合すると、 A群B群ともに、

情緒面で感情統制が不良で、混乱を生じやすく、

そうした感情を容易に行動化して攻撃的・敵対的

な行動や衝動的な行動が多くなることが十分に考

えられる。特にA群ではその傾向が強いことがう

かがえる。

⑦ 陰影反応・黒白反応などでも、 A群のほうが、

B群に比して反応数が多い。

(5) フオームレベルについて

① F(+)%は正常成人で74.1%であるが。 A群で

は73.8%、B群では76.5%であり大きな去は見ら

れない。

② F(ー)%はA群のほうが高く、 F(+)%はB群の

ほうが高ゆである O

A群のほうが独断的で不適当な判断をする傾向

が強く失敗反応が多くなりがちであることが予測

される O

(6) 反応内容について

① 両群とも、一般成人に比較してH反応が多い、

特にA群では (H)がかなり多い。 A群の (H)は、

幽霊・魔法使い‘お化け・悪魔・鬼・宇宙人・天

使・神様などである O ヅ'fB群の(H)の内容は幽

霊・悪魔というのもあるが、インベーダー・銅

像・イラストで書いた人といったものである O

② [出j軍とも、 fire. ant . foodといった反応が多発

している。特にA群において、 fire'Ant反応が

目立ち、 B群では Lds. arch . rock . c10udなどの

反応が多く、こうした反応がF(:t)を多くしてい

る。これらをまとめてみると、一般成人と比較す

ると両群ともに対人関係に敏感で、不適応、!さや違

和感を持ちやすく、傷つき易い傾向があり、対入

場面において距離を置きやすいこと、周囲を気味

の思いものと受け止めやすいことがうかがわれ

る。 情緒的な統制や衝動の統制が不良で、敵対的、

攻撃的な傾向がうかがえる。以上の傾向は特にA

群において顕著である O

(7) 文章型

成人においては文章型はAS<CSになることが一般

的であるが、 A群B群ともにASが優位で、ある o ASは

簡単に、反応と実際のものとが同ーである事を断言し

ていくものであるのに対して、 CSは反応と実際のも

のとは別のものであるという客観的で批判的な見方が
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党せい剤を乱用した少女たちのロールシャツハテスト

踏まえられており、発達的に見てもASからCSが優位

になっていくといわれる。

(8) その他 (org.sp.) 

org. sp.ともにあまり良質なものは出ていないが、(一)

になるような不適切なものは両群ともに見られない。

以上のようなローテストの特徴を踏まえて、 A群B

群それぞれの群の平均的な人格像を見てゆくことにし

たい。

A群の特徴を挙げると、反応数が多い。W%がやや高

めである。運動反応は一般の成人と比較してそれほど

差はない。しかし、 FM>Mであり、内的な統制は不良

である。色彩反応は多く、情緒的刺激に対する感受性は

認められるが、CF>FCで統制jは不良である。 M:C=

2.3: 5.7であり、大きく外向形に傾いている。しかも、

反応内容に fireblood food Ant反応が多いことなどを

見ると、情緒的に非常に不安定で、内的にも外的にも統

制は不良であり、衝動的な行動や敵対的・攻撃的な行

動化が容易に起こることが予測される。

また、反応内容を見ると、 H(H)が多く、その内容も

妖怪・幽霊・悪魔・お化け・魔法使いなどであり、対人

関係において、傷つき易く、現実生活において不適応を

感じやすいことが伺える O さらに、対人関係を不可解な

ものと受け止める傾向があるのではないだろうか。

司え適格な認知の行うところもあり、 F(-)%は高い。

また、発達的に見ると、 Wの多さ、 AS>CS food反

応などから見て、全般的には未分化・未熟さや退行的

になりやすい傾向があるといえそうである O 知的には

特に問題となることはないが、外界かtらの刺激に振り

回されやすく、落ち着いてよりよい解決方法を模索し

てゆくことカfできにくいことカf伺える。

こうして見ると、少年院の生活になじみ、少年院と

いう場になれてきたことによって、一応の適応と安定

を得たとしても、新しい場に直面すると、周囲を敵対

的に受け止め、被害的になって、攻撃的な行動や衝動

的な行動化が行われやすいことが予測される。対人関

係においても不適応!惑を抱きやすく、信頼感や適応的

なく、 F(:t)のレベルで収まっている。反応内容も、

fire Blood Ant food反応はあるが、 A群に比してその

数はかなり少ない。そのかわりにLdsarch Na cloud 

などといった反応が多くなっている。 H反応 (H)反応

は、 A群に比して減少し、対人関係に対する過敏さは

それほど見られない。また、情緒的な刺激に対しでも、

強い攻撃性や衝動性は少ないといえる。

一応少年院での教育処遇を受け、院内生活を見るだ

けでは阿群の差はないように見えるが、 2群のローテ

ストを比較してみると、 A群の人たちは社会内処遇に

移行した後、十分な環境調整と支援がない場合には社

会適応はかなり困難であることが予測される結果とな

った。

A.B群31名の中には、少年院入院l直後にローテス

トを実施したものが4例あった。数的に少なく、はっ

きりしたことはいえないが、薬物を中断した直後と、

おおむね I年間断薬した後のものを比較すると、反応

数が減少し、同時にM.FMといった運動反応が減少

し、それから後に色彩反応が減少していっているよう

であった。それに伴って、 F%が上昇し、ローテスト

全体に収数傾向が見られるように思われる。

W%の高さ、 AS>CSfood反応 org(h)やsp.(+)の

少なさなどは非行少年に共通して見られる未分化さ未

熟さ、物事を分析的・客観的に見てゆくことの困難さ

を示しているといえるが、運動反応や色彩反応、 (H)

の反応内容には、覚せい斉Ijの影響が反映されているの

ではないかと思われる。

A群においては、覚せい剤の乱用者に特徴的に現れ

るといわれる対人関係における過敏さ、猪疑的になり

被害感を抱きやすくなるという特徴が、薬物を中断し

てI年近く経過した後にも残っているということがで

きるのではないかと考えられる O

また、 B群がいろいろな意味で、一般の非行少年と

A群との中間の特徴を示していることは興味のあるこ

とである。

な関係を樹立することは困難が予測される。 5今後の課題

B群の特徴を挙げると、 FM>MFC<CF+CF十C 今回は、覚せい剤の乱用の程度によって生じる影響

M : C=l.4 : 3.5とA群や非行少年一般と同様の傾向を の違いを、グループ化することによって検討してきた

示し、内的な統制も外的な統制も不良であるし、外界 が、今後は事例の検討も行ってゆきたい。

の刺激を統制する力は弱く、情緒的な刺激に振り回さ

れやすいところは見られるが、 A群と比較すると、そ 参考文献

の程度はずいぶん軽微であるといえる。独善的で不適 覚せい剤中毒、山下 格・森田昭之助編、金剛出版、

切なF(一)反応にまで反応のレベルが落ちることは少 1980年
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